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内容 
 

　１．研究の経過 
 

　２．第１年次（令和５年度）の研究報告 
 
  ３．第２年次（令和６年度）の活動内容・研究報告 
 

　　○NITSの提案から 
　　　　 

　　○研修者が主体となる発意と振り返りのあり方 
 

　４．次年度（令和７年度）の展望
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１．研究の経過（１） 

◇ねらい 
　　大テーマである「ウェルビーイングの実現に向かう学校を支援する」ことを目的 
　に、質の高い研修体系をつくる。 
 

◇研究期間 
　 令和５年度から３年間 
 

◇趣旨 
　・すべての教職員が負担なく自発的に研修に参加できる、「学び続ける教師」を 
　　支える環境の充実を目指す。 
　・従来の研修講座の内容・実施形態等の改善点を研究し、充実した学びの場を 
　　提供する。 

「令和の日本型学校教育」を実現するためには、子供たちの学びの転換とともに、
教師自身の学び（研修観）の転換が求められている。

「新たな教師の学びの姿」の構築へ
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◇３年間のおおまかな流れ 

１．研究の経過（２） 

「横断・縦断・連携」 
「ニーズを反映した研修づくり」
  4

現行の研修等

を振り返る

ニーズの調査、 

改善点の検討 

研修講座 

への反映 



２．令和５年度（第１年次）の研究報告 
（１）「学校マネジメント講座」について 

　年間にわたる省察的実践を通して、全校的な学び合い文化を醸成しながら、学校マネジメントに

必要な資質・能力の向上が図られているか、アンケートによる分析を行った。 

（２）新庄市立明倫学園（義務教育学校）の視察について 

　義務教育学校の授業・学習面の小中連携を中心に調査し、メリットや効果等を明らかにして、教

育環境の向上に資するための情報を収集した。 

（３）研修形態別の満足度調査について 

　「ニーズを反映した研修づくり」の視点から「研修形態別の満足度調査」を実施し、受講した研

修形態（集合型、オンライン型、オンデマンド型）に対する満足度の分析を行った。 

事後アンケート「研修形態別の満足度（４＋３）」は、各形態いずれもほぼ100%だった。 
（集合型：98.9% オンライン型：96.9%　　回答：任意） 
振り返り「研修の充実度（４＋３）」は、ほぼ100％だった。 
（基本研修：99.5% 専門研修98.3%） 

（４）事後アンケート・振り返り結果について 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◇第２年次の進め方 
　以下の２つの視点で研究を進める。 
　　①「横断・縦断・連携」 　　 
　　②「ニーズを反映した研修づくり」  
 

◇第２年次の活動内容 
　　研修の内容についての研究 
　　①学びを深めるための研修のあり方　 
　　②研修者が主体となる発意と振り返りのあり方 
　　　 
　 

３．令和６年度の活動内容 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発意とは、自己の実践の
深化のために、取り組みの
きっかけや挑戦（やってみ
たいこと）を言語化すること
だよ。



「発意」と「振り返り」について（NITSの提案から） 

「研修観の転換」の話題を提供を受けて 
 

「教師の学びの姿も子供たちの学びの姿の相似形である」  
 

　 

３．今年度の報告① 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　研修者に「どのような豊かな気付きや変化があるか」を大事にし、 

 

 

そのような「気付きや変化」が起きるために 

〇「何を学ぶか」を検討し、 

〇その内容を「どのように学ぶか」 

 

という研修者の具体的な学びの姿を考え、構成することが必要 

「モヤモヤ～」も、
学んでいる姿では？

インプットより
アウトプットを増やそうか？

「問い」の吟味が
ポイントでは？

３．今年度の報告①  「発意」と「振り返り」について（NITSの提案から）
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３．今年度の報告②  担当者会での学びについて 

9

研修で大切にしたいこと  



 
 

 
 
 
　　 
　　 

　 

　　 

 
　　　　　　　　　　　　　 

 

３．今年度の報告②  担当者会での学びについて 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より主体的で深い学び

さらにもやもや

明日からの挑戦

仲間をつなぐ

　研修者自身が自分の実践を見つめなおす 
自分がやってきたことを言語化・意識化する

もやもやとした課題 
これでいいのかなあ　やってみたいけどわからないなあ　な

んでうまくいかないのかなあ　なんの研修なのかなあ



ファシリテーターとしての役割 

３．今年度の報告②  担当者会での学びについて 

聞いたり
引き出したり
すること

似たような考えの
研修者同士をつなぐ

出すぎず
見守ること

実践してきたことの
価値づけ

話していることの整
理
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３．今年度の報告②  担当者会での学びについて 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これからやれそうなこと、 
やってみたいことは何か 



３．今年度の報告③  来年度の講座について 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３．今年度の報告③  来年度の講座（専門研）について 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例
発意から振り返りの
流れを一体的に



３．今年度の報告③  来年度の講座（基本研）について 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例



３．今年度の報告③  来年度の講座（基本研）について 

例
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４．次年度の展望 

 
○効果的な「イントロダクション（発意）」の方法を引き続き検討 
　・イントロダクション（発意）を含めた研修の運営 
　・イントロダクション（発意）→リフレクション（省察）のサイクル 
 
○研修における「学びのサイクル」の検証 
　・各研修講座での研修者の「学びのサイクル」の見取り 
　・「学びのサイクル」を引き起こす効果的な仕掛けの検討 
 

質の高い研修体系をつくるために
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「令和の日本型学校教育」を実
践するために求められる“新た
な教師の学びの姿”とは？

“新たな教師の学びの姿”を
“子供の学び”に繋げる「質
の高い研修」とは？


